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第２回下野市行政改革推進委員会 会議録 

 

日 時  平成２８年１０月６日（木） 午後１時３０分～３時３０分 

場 所  下野市役所２０３会議室 

出席委員  杉原弘修会長、飯島陽子委員、関口博之委員、水上美紀委員、長光博委員、 

大木徳委員、園部小由利委員、中林佳子委員 

欠席委員  小久保武委員、飯野洋委員 

事 務 局  長総合政策部長、古口主幹、猪瀬副主幹、舘野主事 

傍 聴 者  なし 

 

○次第 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

（１）会議録署名人の指名 

（２）第１回下野市行政改革推進委員会会議録の確認について 

 （３）行政評価市民評価１０事業の選定について 

 （４）その他 

４ 閉会 

 

 

○開会 

（事務局）  平成２８年度第２回下野市行政改革推進委員会を開会いたします。 

 

 

○あいさつ 

（杉原会長） みなさん、こんにちは。しばらく雨が続いておりましたが、急に暑くなり

まして、お天気に非常に恵まれてよろしいのですが、この良い天気の中、

委員の皆様には長時間会議をしていただくこととなりまして、たいへん申

し訳ない気持ちでいっぱいですけれども、ひとつよろしくお願いをいたし

ます。 

 

 

○議事 

（１） 会議録署名人の指名 

（杉原会長） 今回の会議録署名委員を指名します。名簿順で、長委員、大木委員にお願

いします。 

 

（２） 第１回下野市行政改革推進委員会会議録の確認について 

（杉原会長） 前回会議録の確認について、事務局から説明をお願いします。 

（事務局）  会議録ですが、事前に委員の皆様へ郵送で配付し確認していただいたとこ  

ろ、飯野委員より修正依頼があり、修正したものを委員の皆様へお配りし 
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ております。他にご意見等なければ確定とさせていただき、会長と署名人 

の委員に署名をお願いしたいと考えております。 

（杉原会長） 改めて修正意見があれば、この場で発言をお願いいたします。ないようで

すので、この内容で確定し公表させていただきます。 

 

（３）行政評価市民評価１０事業の選定について 

 （杉原会長） 行政評価市民評価について、事務局より説明をお願いします。 

 （事務局）  資料１～４に基づき説明 

 

➣委員の皆様には事前に資料を送付させていただき、すでに評価対象事業の選定を行ってき

ていただいたことと思いますが、それでは、改めて市民評価対象事業について説明させてい

ただきます。 

➣それでは、資料１上段をご覧ください。下野市の総事業数は６５８事業ありました。その

うち、市民評価対象事業の条件としまして、①第二次総合計画前期基本計画に位置付けられ

ている事業、その事業と明らかに直結的な事業、②平成２９年度の事業費が原則５００万円

以上の事業、③法令等で義務付けられている事業や政策的な判断を伴わないなど、市として

の裁量の余地が少ない事業は対象外、の３条件を基に抽出した結果、今回の市民評価対象事

業は２３６事業でありました。 

➣その下の『選定方法』ですが、①に記載のとおり、本日は、一覧表をもとに市民評価対象

事業として各委員が事前に１０事業程度選んできていただいたものを、協議・検討し、委員

会としての１０事業の選定を行っていただきたいと思います。選定にあたっては、②の記載

のとおり、多くの事業について市民評価を行っていただく観点から市民評価未実施事業を優

先していただくこととし、前年度市民評価対象事業については原則として選定対象外として

いただきたく、一覧表には参考としまして過去３年（２５・２６・２７年度）の市民評価実

施事業を表示させていただいております。また、③として、一つの部署に極端に片寄らない

ようにということで、一番下に、部ごとの対象事業数を掲載させていただきました。  

➣裏面をご覧ください。上段に一覧表の見方について記載してあります。その中で、④事務

事業評価（内部評価）につきましては、評価途中であり、今後、総合評価が変更となる可能

性もありますので、変更があった場合は通知させていただきます。 

➣下段の『３．事務事業評価（内部評価）について』ですが、今年２月の委員会で提示させ

ていただいたものから変更がありましたので、ここで説明させていただきます。 

類型区分としまして、あらかじめ、総合計画に位置付けられた施策ごとにⅠからⅢの区分

で設定しております。Ⅰは積極的推進、Ⅱは継続的推進、Ⅲは事業費や内容等精査し効率的

に推進して行くという意味で、効率的推進としております。 

次に、評価の３つの観点である必要性、緊急性、効率性でありますが、それぞれ、Ａ・Ｂ・

Ｃにより評価をしております。資料４をご覧ください。 

➣必要性についてですが、事務事業の必要性を判断する際には、当該事業が総合計画基本計

画に明確に位置づけられているか、あるいは、この事業に対応した施策が明確に基本計画に

記載されているか、また、総合計画基本計画の策定後に、当該事業の実施が求められるよう

な社会経済情勢の変化があるかどうかも判断基準としています。 

Ａ評価として、『第二次下野市総合計画前期基本計画に明確に位置付けられている場合、事
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業実施が求められるような社会情勢の変化、さらに国・県の制度変更により実施することが

義務付けされた場合など』、Ｂ評価として、『事業に対応した施策等が第二次下野市総合計画

前期基本計画で明確に読み取れる場合、国・県の制度変更はないが、引き続き必要性がある

場合など』、それ以外をＣ評価としております。  

➣緊急性についてですが、事務事業の緊急性を判断する際には、新規事業の場合は、着手・

実施の見通しはあるか、事業進捗の阻害要因があるか、継続事業の場合は、現行レベルを継

続するうえで事業進捗に相当な影響を及ぼす新たな障害がないか、また、事業を休止・縮小

することが可能かという観点も判断基準としています。 

Ａ評価として、『【継続事業の場合】は、事業進捗に対する影響等を考慮し、事業を休止し

た場合の影響が大きく、事業縮小の可能性が見当たらない場合など。【新規事業の場合】は、

財政負担以外において、事業を実施しなかった場合の影響が大きく、本事業以外の解決策が

見当たらない場合など。』、Ｂ評価として、『【継続事業の場合】は、事業進捗に対する影響等

を考慮し、事業を休止した場合の影響が大きいが、事業レベルを維持しつつ、改善工夫の余

地がある場合など。【新規事業の場合】は、事業を実施しなかった場合の影響は大きくないが、

本事業以外の解決策が見当たらない場合など。』、それ以外をＣ評価としております。 

➣効率性についてですが、事務事業の効率性の判断にあたっては、民間委託の拡大を図って

いるか、類似業務との統合を進めているか、経費削減に向けた改善・工夫を行っているかな

どを判断基準としています。 

Ａ評価として、『事務事業の質の向上に係る改善・工夫の見込みがあり、さらに経費削減、

改革への取組が期待できる場合など。』、Ｂ評価として、『事務事業の質の向上に係る改善・工

夫の見込み、及び経費削減、改革への取組のいずれかが期待できる場合など。』、それ以外を

Ｃ評価としております。 

➣それぞれ、『評価の主な視点』を参考に記載しておりますので、判断材料のひとつとしてい

ただければと思います。また、メモ欄を設けておりますので、事業ヒアリング時ご活用いた

だければと思います。 

➣資料１に戻っていただき、２枚目の『類型区分別総合評価判定フロー』をご覧ください。

総合評価は、継続実施・見直し実施・廃止の３段階の評価であります。類型区分・必要性・

緊急性・効率性の結果により、自動的に総合評価が判定されることになっております。 

➣市民評価対象となった事業については、資料２「行政評価市民評価ヒアリング資料」を担

当部署で作成し、事前に参考資料と一緒に送付させていただくこととなります。また、ヒア

リング時には資料３「行政評価市民評価シート」にて評価を行っていただくことになります

が、委員の皆様には、各事業の必要性・緊急性・効率性の事務事業評価（内部評価）判定が

妥当であるかどうかについての評価をしていただくこととなりますので、宜しくお願いいた

します。 

➣本日は１０事業選定チェック表を配付させていただきました。協議の中で各委員からこの

事業を選定したいとのご意見があった際には皆様にチェックしていただきまして、最終的な

１０事業選定を行っていただきたいと思いますので宜しくお願いいたします。 

➣以上で説明を終わります。 

 

（杉原会長） 事務局からの説明について、各委員より質問等がありましたらお願いしま 

す。ないようですので、各自１０事業挙げていただいたものを発表し、そ 
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れぞれチェック表に記録していただいて、皆様からのノミネートが多い事 

業から順番に１０事業を選定させていただきたいと思います。それでは、 

飯島委員から順番に、選定してきていただいた事業について発表していた 

だきたいと思います。 

（飯島委員） 下野市では個人情報をどのように保護しているのか、介護保険法が改正さ 

れておりますのでそれがどのような事業になっているのか等、私が一番興 

味のある事業を主に選ばせていただきました。番号で言いますと、２番『石 

橋庁舎周辺施設整備事業』、５番『基幹系システム管理事業』、３８番『社 

会保障・税番号制度個人番号カード交付事業』、５７番『生活困窮者自立相 

談支援事業』、７８番『長寿祝金事業』、８１番『通所型介護予防事業』、 

１０１番『新規就農総合支援事業』、１６３番『重要給水施設配水管更新事 

業』、１８１番『小学校給食備品整備事業』、２２０番『文化財保護事業』 

です。以上です。 

 （杉原会長） 関口委員、お願いいたします。 

 （関口委員） 個人的に気になるところを選びました。１番『高速道路利用検討事業』。９ 

番『コミュニティセンター運営事業』、補助金はどのような基準で出されて 

いるか確認したいと思いました。１５番『公用車管理事業』、３１番『駐輪 

場指定管理者施設管理運営費』。６９番『児童館共通事業』、児童館と学童 

保育が併設されているのはどうかと思っていましたので選びました。８２ 

番『介護予防普及啓発事業』、１０４番『産地パワーアップ事業』、１１３ 

番『商工業振興事業』、１２１番『観光振興団体助成事業』、１５０番『公 

園施設維持管理事業』。以上です。 

 （杉原会長） 水上委員、お願いいたします。 

 （水上委員） １番『高速道路利用検討事業』、２番『石橋庁舎周辺施設整備事業』、１４ 

番『庁舎管理事業』、９３番『健康づくりトレーニング事業』。１３０番『道 

路アンダー定期点検・修繕事業』、これは単純に勉強させていただきたいと 

思いました。１７４番『維持管理費（下水道課）』、２２６番『スポーツ振 

興事業』。２３４番『運動場改修事業』、どのようなことを為さるのかと思 

いました。公園の整備などが含まれており、公園は都市計画課が所管であ 

ると思っておりましたが、スポーツ振興課が所管となっておりましたので、 

その違いは何なのかお聞きできればと思いました。以上です。 

 （杉原会長） 長委員、お願いいたします。 

 （長委員）  ４７番『ゆうゆう館管理事業』、１１４番『共通商品券発行事業』、１１６ 

番『中小企業制度融資促進事業』、１１８番『道の駅しもつけ管理事業』、 

１４７番『サイクリングロード舗装修繕事業』、１６３番『重要給水施設配 

水管更新事業』、１６５番『配水管布設（区画整理）事業』、１６８番『石 

綿セメント管更新事業』、１７１番『浄化槽設置補助事業』、１７４番『維 

持管理費（下水道課）』。以上です。 

 （杉原会長） 大木委員、お願いいたします。 

 （大木委員） ６番『広報発行事業』、２０番『消防団運営事業』、４９番『こども医療費 

助成事業』、５１番『ひとり親家庭医療費助成事業』、９７番『地元農畜産 
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物普及事業』、１２０番『観光プロモーション事業』、１２６番『高速道路 

利用検討事業』、１５４番『緑の基本計画策定事業』、２０６番『確かな学 

力と芸術推進事業（中学校）』、２２４番『しもつけ風土記の丘資料館整備 

事業』。以上です。 

 （杉原会長） 園部委員、お願いいたします。 

 （園部委員） １０番『コミュニティセンター指定管理者施設管理運営費』、１５番『公用 

車管理事業』、２２番『非常備消防事務費』、２４番『消防防災施設管理事 

業』、２７番『公共施設防犯カメラ整備事業』、３４番『特定健康診査等事 

業費』、３８番『社会保障・税番号制度個人番号カード交付事業』、９０番 

『健康増進事業』、９１番『がん対策事業』。以上です。 

 （杉原会長） 中林委員、お願いいたします。 

 （中林委員） 各部の中から、興味のあるものを選びました。２番『石橋庁舎周辺施設整 

備事業』、１４番『庁舎管理事業』、３６番『後期高齢者健診事業費』、７０ 

番『児童館整備事業』、８０番『訪問型介護予防事業』、１０１番『新規就 

農総合支援事業』、１１７番『雇用創出基盤整備事業』、１２６番『高速道 

路利用検討事業』、１３９番『市道２－７号線他整備事業』、２１５番『図 

書館施設修繕事業』。以上です。 

 （杉原会長） 飯野委員より事前にご報告がございましたので、事務局からお願いいたし 

ます。 

 （事務局）  それでは、事前に飯野委員よりご連絡がございましたので、ここで発表さ 

せていただきます。４番『情報ネットワーク管理事業』、１２番『一般管理 

事務費』、３２番『国民健康保険特別会計繰出金』、４４番『ふれあい館管 

理事業』、４５番『ふれあい館改修事業』、８０番『訪問型介護予防事業』、 

１０３番『農地中間管理機構集積協力金交付事業』、１１７番『雇用創出基 

盤整備事業』、１２０番『観光プロモーション事業』、２００番『スクール 

アシスタント配置事業』。以上です。 

 （杉原会長） ありがとうございました。最後に私から申し上げます。３番『しもつけ・ 

未来・プロモーション事業』、緊急性・効率性の評価がＢになっていること、 

新規シティプロモーション事業の取組みというところが気になりました。 

７番『国際交流事業』、中学生のドイツ派遣、以前にも市民評価でどうして 

ドイツなのかということでお話を聞いたかと思いますが、国際交流という 

より日独交流ではないのか、国際交流とは言えないのではないかというお 

話をしたことを覚えております。その後の行政評価はどうなっているのか 

なということをお聞きしたかった。依然として日独交流のままなのか、交 

流の範囲が狭すぎるのではないかという、姉妹都市ということで強化する 

ということは分かるのですが、下野市でどうしてドイツなのだろうという 

素朴な疑問がありまして選びました。２７番『公共施設防犯カメラ整備事 

業』、２６番から２９番までが防犯関係の事業であり、２６番『防犯対策事 

業』について２７年度に市民評価を実施しているのですが、近年重要な項 

目でもあるため、改めて防犯関係の事業を選びました。５３番『福祉タク 

シー事業』、タクシー券の交付を月３枚から４枚にすることから、その増加 
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分の経費がどのくらいになるのかといった点と、効率性がＢとありますが、 

Ａでないとおかしいのではないかと、全部交付してしまえば効率性 

１００％となるはずなので、どういう意味なのかと疑問がありました。 

６９番『児童館共通事業』と７０番『児童館整備事業』は関連する事業で 

ありますが、選んでおきました。７７番『ねたきり老人等介護手当事業』、 

友人が寝たきりの母の介護において多い時で月１００万円くらいかかった 

という話など、私もいろいろな実態を少しずつ聞いているのですが、下野 

市のねたきり老人の介護事業の実態はどうなのかなと、そういう気持ちで 

この事業を選びました。８０番『訪問型介護予防事業』、これについても同 

様に選びました。１２６番『高速道路利用検討事業』、これは他にも選ばれ 

た方がいて同じ理由だと思いますが、スマートインターチェンジの設置計 

画がどういったものなのかという実体が知りたいなと思いました。他に、 

１４７番『サイクリングロード舗装修繕事業』、２３３番『国分寺Ｂ＆Ｇ海 

洋センター改修事業』を選びました。以上です。 

        それでは、これから１０事業の選定を行ってまいります。１から３票の差 

しかないと思いますが、数の多い方で選んでよろしいでしょうか。その他、 

この事業を選びたいといった申し出がございましたら調整させていただき 

ます。 

 （水上委員） １番と１２６番の『高速道路利用検討事業』は、所管課が違うだけで同事 

業ですので、１つとしてはどうでしょうか。 

 （関口委員） 同事業が２つあるのはどういうことなのでしょうか。 

 （事務局）  今年度、総合政策課でスマートインターチェンジを準備段階調査個所とい 

う段階に持っていこうと考えておりまして、今年の６月に準備段階調査個 

所として認定された場合は今年度の事業費を建設課に移して執行する予定 

でおりました。しかし、今年６月に準備段階調査個所に認定されませんで 

したので、来年度は引き続き認定作業と併せて、認定後の現地調査、測量・ 

基本設計などの経費として２９年度は経常しております。ダブルで経常し 

てあるのは、今年度は総合政策課で事務を実施しており、来年度のどの時 

点で建設課に移管するかが未定でありますので、予算上は片方にのみ計上 

しますが、事務事業一覧の中では両方の課で載せているということです。 

おそらく建設課での予算計上になるだろうと思われます。議会の方には、 

位置的なものなど説明しておりますが、詳細な位置の確定には至っていな 

い状況であります。地元にずいぶん波及が及ぶ可能性がございますので、 

事業化前に詳細な図面を提示するのは適切ではないと考えております。接 

続道路については明確にしておりますが、どのようなルートで接続するの 

かは今のところ未定であります。 

 （杉原会長） どこでもスマートインターチェンジを設置する場合は、必ず地権者の反対 

運動があったり、いろいろ誘致運動があったりとたいへんなのですが、ま 

だ未定でありますので、ここで詳しく述べられるのか、ざっくりとしたプ 

ランだけお話しするだけなのか、それだとここで時間かけて聞く意味がな 

いわけです。 
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 （事務局）  詳細ということではないが、事務手続きについては詳細にご報告できると 

思います。そういうことであれば、建設課では現状を把握しておりません 

ので、総合政策課の方で説明させていただければと思います。 

 （大木委員） これについては、まだ未定の部分が多いので、来年度か再来年度の市民評 

価で実施した方がいいということはないのですか。市民評価の対象となれ 

ば、委員から細かい質問などが出てくると思われますが、そのあたりは大 

丈夫でしょうか。 

 （事務局）  事務手続きなどの現状の説明であれば十分できると思います。ただ、先ほ 

ども申し上げましたとおり、詳しい方針・図面などにつきましては、議会 

にも提示しておりませんので、ご了承願いたいと思います。 

 （杉原会長） 事務説明といいますと、スマートインターチェンジの必要性とか、国土交 

通省とのこれまでのやりとり、これからのやりとり、その程度であります 

よね。委員の皆様が、それに興味があるかどうかだと思います。おそらく、 

これまでの経過だけなのですよね。 

 （事務局）  今後、準備段階調査個所に認定されるのに、どのような障害があって、現 

在どう対処しているのかということは説明できると思います。 

 （関口委員） このようなスマートインターチェンジは、他にあるのですか。 

 （事務局）  スマートインターチェンジでいいますと、通常はサービスエリアに設置し 

てあり、本線直結となるとあまり例がありません。 

 （杉原会長） 今、東北自動車道の大谷の方に１つ計画されております。 

 （長委員）  この事業については、聞いておいた方がいいのではないかと思います。 

 （杉原会長） 私も同様に、具体的な計画図など提示できるはずがないと思っておりまし 

たので、この関東近辺のスマートインターチェンジが何か所くらいで、既 

に設置されたものや先ほどの大谷インターのように計画中のものが、どう 

いった理由で設置あるいは計画されているのか、可能であればそういった 

話を教えていただければと思います。下野市民の方はたいへん興味を持つ 

事業であると思いますので、５名も候補に挙げておりますので、１番『高 

速道路利用検討事業』を採用するということにします。次に、３票という 

ことで多かったので、２番『石橋庁舎周辺施設整備事業』と８０番『訪問 

型介護予防事業』でよろしいでしょうか。次に２票の事業が１２事業あり 

ますので、その中から選ぶこととします。この１２事業の中から、どうし 

てもこれを市民評価対象にしたいという主張がございましたら、もしくは、 

自分で候補としたが他の事業にしたいとの意見がございましたら、お願い 

いたします。 

（関口委員） ６９番『児童館共通事業』と７０番『児童館整備事業』を１つとしてはい 

けないのでしょうか。児童館ということでどちらも同じようなものだと思 

うのですが。 

（杉原会長） 私は、両方選んでいますので、どちらかキャンセルしましょう。事業費が 

高い方にするなど、どちらがよろしいでしょうか。整備事業の方が前年度 

と比べると急に高くなっています。 

（関口委員） 私は、６９番『児童館共通事業』を選んでいます。整備事業というと、こ 
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れは工事費用ですよね。共通事業の方がいろいろあって面白そうです。 

（杉原会長） それでは、７０番をキャンセルして、６９番『児童館共通事業』にします。 

（飯島委員） 可能であれば、３８番『社会保障・税番号制度個人番号カード交付事業』 

をお願いしたいと思います。新しい事業でありますし、どのように対処し 

ていただいているのかなと思いました。 

（杉原会長） 新聞でも全国で１２０万件がまだ交付されていないとありました。あまり 

良くないですよね。下野市では何パーセントぐらいでしょうか。 

（事務局）  下野市では、２８年９月現在で３，９６２枚の交付があり、交付率６．６ 

パーセントとなっております。 

（飯島委員） ただ、本人確認がいろいろな法律で厳しくなっていますので、個人番号カ 

ードがないとたいへんなことになるだろうなと思っております。 

（杉原会長） 飯島委員からの強い申し出もございますので、皆様、よろしいでしょうか。 

市民にも関心のあるものでしょうから、３８番『社会保障・税番号制度個 

人番号カード交付事業』を決定とします。他に何かございますか。園部委 

員どうぞ。 

（園部委員） 新庁舎が完成したことで、公用車の管理というか、今までは３庁舎に別れ

て配備されていた公用車の数が、整理されたのかどうかが気になりました。

今までのような車両数は必要でないのではないかと思いました。 

（杉原会長） 関口委員も選ばれておりますが、どうでしょうか。 

（関口委員） まったく同意見であります。 

（杉原会長） それでは、１５番『公用車管理事業』を決定いたします。あと４事業です。 

（中林委員） １０１番『新規就農総合支援事業』にとても興味があって選んだのですが、

現在、下野市の農業が縮小してきている中で、新しく農業をする方を支援

するという事業で、どのくらいの人が、何をするために農業を始めようと

しているのかといったところを、今後の希望という形で詳しく知りたいと

思いました。 

（杉原会長） 飯島委員も同じ意見でしょうか。 

（飯島委員） やはり、下野市と言えば、農業が主だと思うのです。知人にサラリーマン

を止めて農業をやられた方がいますので、どういう方が新しく農業を始め

られ、また、その支援の方法など知りたいと思いました。 

（杉原会長） １０４番『産地パワーアップ事業』など類似したものもありますが、よろ 

しいでしょうか。１０１番『新規就農総合支援事業』を決定します。 

（園部委員） 続けて申し訳ございませんが、２７番『公共施設防犯カメラ整備事業』で

すが、これは４年計画と記載があって、防犯カメラというものは緊急に必

要なものではないのかと感じました。安全面を考えればすぐにでも設置し

た方がいいのではないかと思いますので、４年計画とした理由など聞いて

みたいと思いました。 

（大木委員） 私の方は、１２０番『観光プロモーション事業』を選びました。第２次総

合計画の中で重点事業となっていることと、平成２９年度の事業費が２８

年度の５・６倍になっていること、そのあたりを聞きたいと思いました。

また、事業目的など見てみますと、かなり詳細に書かれており、「東京圏か
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ら割引料金で下野市に来てもらう」ということも考えているようなので、

どのようなものなのかということで選びました。 

（杉原会長） それでは、園部委員の提案ですが、いかがでしょうか。 

（水上委員） 一旦保留扱いとして、他の方の提案を伺ってから、最後に調整したらどう

でしょうか。 

（杉原会長） そうですね。残りは３事業です。 

（関口委員） 私は選ばなかったのですが、１４番『庁舎管理事業』は、庁舎は完成した

ばかりですので、様子を見た方がいいのではないかと思います。 

（中林委員） 私が１４番を選んだ理由は、事業費が２８年度と比べると２９年度が５倍

くらいになっているからです。他の庁舎の維持管理も含まれているのかも

しれませんが、もし新庁舎の分だとしたら、完成後２年で維持管理費が５

倍になるのはなぜだろうと思いました。夏の冷房代などどうしているのか、

みんな心配していることもあり、とても気になりました。 

（関口委員） 事業目的に、本庁舎及び各施設の維持管理と書いてあります。 

（事務局）  新庁舎の管理については、年間約１億円かかるという話を総務人事課から

伺っております。現在、国分寺庁舎と石橋庁舎にはイントラネットのサー

バー等が入っていまして、そのために電気料や警備費が掛かっております。

そういった部分が大きく占めているのではないかと思います。それから、

２番『石橋庁舎周辺施設整備事業』で２９年度８，２００万円計上されて

おりますが、これは石橋庁舎の中にある地域イントラネットのサーバー等

を移設する経費であります。庁舎を取り壊すものではなく、サーバー移設

するだけの経費８，２００万円でございます。 

（関口委員） そうしますと、あまり意見も言える余地もなく面白さに欠けますので、外

してはどうでしょうか。壊したうえで、その後どうしていくのかといった

内容かと思っておりました。 

（事務局）  南河内庁舎につきましても、イントラネットの拠点がございまして、それ

は取り壊すと同時に北側の駐車場にあるコンテナに移設をしており、こち

らも７，０００万円ほど掛かっております。 

（杉原会長） そうですね、あまり議論の余地もなさそうなので、２番『石橋庁舎周辺施

設整備事業』を外すことにします。１４番『庁舎管理事業』も同じように

対象から除外することにします。それでは、残り４事業であります。 

１７４番『維持管理費（下水道課）』ですが、選んだ理由はなんだったので

しょうか。 

（水上委員） 私が１７４番を選んだのは、基本的な市の業務というものをまだまだ聞か

せていただきたいというのが理由です。計画的な維持管理と下水道管の全

体的な図面みたいなものや、また、去年のような豪雨があった場合の影響

など防災的な側面も含めて伺えればと思いました。 

（事務局）  これについては、事業概要に記載のあるとおりの内容であり、調整池ある

いは管路、流域下水道の管理負担金などであります。 

（杉原会長） 毎年同額で維持管理ができているということが、逆の言い方をしますと、

あんまり問題が出てこないのではないかと思われます。毎年ばらつきがあ
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れば、災害対策費と何か関係があるのか等考えられるのでしょうが、ここ

においては、ルーティン化している管理経費ですので、特別なものはない

のではないかと思われます。 

（事務局）  現在、残りの事業を２票ノミネートがあった事業の中から選んでいただい

ておりますが、１つの部署に片寄らないように、また、各部１事業は対象

となるようにお願いいたします。２票以上に教育委員会の事業がございま

せんので、調整のほどよろしくお願いいたします。 

（大木委員） １１７番『雇用創出基盤整備事業』ですが、事業費が３００万円から 

２，０００万円に上がっており、選ぼうと思ったのですが、事業目的を見

ますと、産業団地造成し新規企業の立地促進を目指すとあり、雇用創出と

いうより企業誘致という内容であったため、選択しませんでした。 

（中林委員） 私は、逆に雇用創出のために産業団地を造って企業を誘致するということ

だと思い、市として人に戻ってきてもらうための雇用の場所を作りたいと

ありましたので、そのための１つの方策なのではないかと思いました。ど

の辺りに、どのくらいの規模のものを考えて、産業団地造成・企業誘致を

したいのか聞きたいと思い選びました。現在問題となっているのは、大学

生になって市を出て行った後、下野市に帰ってこないケースが多く、それ

は近辺に雇用の場がないのが大きな理由の１つであるとありました。その

問題の対応策としての事業ということで、とても興味がありました。 

（杉原会長） 一般論で言うと、整地をして基盤を整備しておくと、企業はそこに工場を

建てたりできるので、運送などの事情もあるのでしょうが、整備しておか

ないと、いくら誘致しても企業に来てもらえない状況であります。という

ことで、将来大きくなりそうな計画であると思われますが、計画としてい

ろいろ聞いても大丈夫なのでしょうか。 

（事務局）  これについては、仁良川地区など約５０ヘクタール程度を候補地として考

えており、計画としてもスケジュール等出ていますので大丈夫です。 

（杉原会長） これは、たいへん将来性のある事業であると思われます。１１７番『雇用

創出基盤整備事業』を選ぶことでよろしいでしょうか。それでは、残り３

事業となりますが、教育委員会の事業を優先的に選びたいと思います。 

（中林委員） 私は、以前南河内図書館に行ったとき、あまりにもかわいそうな図書館だ

ったので、２１５番『図書館施設修繕事業』に興味があり選びましたが、

２２４番『しもつけ風土記の丘資料館整備事業』の方に替えさせていただ

きたいと思います。県から市に移管されて２年経ちましたが、庭が整備さ

れたり、トイレがきれいに整備されたりと、この２年間でとても感じがよ

くなりました。この後、資料館の整備をするということであれば、事業内

容を聞いてみたいと思いました。 

（杉原会長） ということですが、皆様いかがでしょうか。教育委員会の方で何か他にあ

りますでしょうか。私は、２３３番『国分寺Ｂ＆Ｇ海洋センター改修事業』

の事業費が高額になっておりますので、確認しておく必要があると思いま

した。改修事業と言いますが、将来どうなっていくのか、どんなメリット

があるのかということを聞きたいなと思って選びました。 
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（水上委員） 私は２３４番『運動場改修事業』を選びましたが、発想としては杉原会長

と同じなので、２３３番『国分寺Ｂ＆Ｇ海洋センター改修事業』に替えま

す。 

（杉原会長） 教育委員会から２事業候補が出ましたが、いかがでしょうか。 

（事務局）  ２２４番『しもつけ風土記の丘資料館整備事業』は、記載のとおり、甲塚

古墳から出土した埴輪等について、２９年度に国の重要文化財の指定を目

指しておりますが、資料館が重要文化財を展示できるような施設になって

いないということで、改修のための設計業務委託を２９年度は計上してお

ります。要は、金庫的な、十分警備が行き渡るような強固なものに改修す

るということで聞いております。２３３番『国分寺Ｂ＆Ｇ海洋センター改

修事業』については、昭和５７年建設ということで、もともとＢ＆Ｇ財団

で整備していただいて、国分寺町が寄付を受けたものでありますが、建設

後３０年経っていますので、引き続きＢ＆Ｇ財団の助成金を受けながら改

修していくものであります。 

（杉原会長） ほとんど改修事業ですと、議論の余地はないのかもしれません。他に、教

育委員会の方で何かございますでしょうか。 

（大木委員） 私も、２２４番『しもつけ風土記の丘資料館整備事業』を選んだのですが、

教育委員会の事業の中で、事務事業評価の必要性・緊急性・効率性におい

てＡが揃っているものがあまりないのです。その中で、全部Ａ評価である

２２４番『しもつけ風土記の丘資料館整備事業』を選びました。 

（杉原会長） 教育委員会から２事業提案されまして、それぞれ２票であります。ここで、

他の部で２票挙がった事業についても整理しておきます。２７番『公共施

設防犯カメラ整備事業』、１２０番『観光プロモーション事業』、１４７番

『サイクリングロード舗装修繕事業』、１６３番『重要給水施設配水管更新

事業』、１７４番『維持管理費（下水道課）』、ここに教育委員会の先ほどの

２事業、２２４番『しもつけ風土記の丘資料館整備事業』、２３３番『国分

寺Ｂ＆Ｇ海洋センター改修事業』を加えまして、この中から残り３事業を

選ぶということになります。 

（飯島委員） １６３番『重要給水施設配水管更新事業』は、災害があった場合に避難所

が断水とならないようにと、災害対策のように書いてありましたので、私

は選びました。東日本大震災の時に、下野市でもしばらく水道に不具合が

ありましたので、上水道も下水道も災害の時にはどうなってしまい、どう

対処するのかなと思ったのです。 

（関口委員） １２０番『観光プロモーション事業』を大木委員が選んでおられましたが、

残りの候補の中では、これがいいのではないかと思います。 

（大木委員） これは、総合計画の重点事業の区分の中で「街いきいきプロジェクト」と

して実施していく事業とありますので、選びました。 

（杉原会長） 『観光プロモーション事業』は、プロモーションということで、何をする

のだろうとたいへんおもしろそうですね。これを選ぶことにしましょう。

それから、建設水道部と教育委員会から１事業ずつ選ぶことにしましょう。 

（長委員）  私は、１４７番『サイクリングロード舗装修繕事業』を選びましたが、取
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り下げます。建設水道部の事業だと、１６３番『重要給水施設配水管更新

事業』の方がいいのではないかと思います。 

（杉原会長） それでは、１６３番『重要給水施設配水管更新事業』を選ぶこととし、あ

とは、教育委員会から１事業でありますが、どれにいたしましょうか。 

（飯島委員） 私は２２０番『文化財保護事業』を選んだのですが、それは、風土記の丘

や薬師寺の資料館など含めたものですので、２２４番『しもつけ風土記の

丘資料館整備事業』に替えさせていただきます。 

（杉原会長） それでは、２２４番『しもつけ風土記の丘資料館整備事業』が３票となり 

ましたので、決定とします。それでは、１０事業すべて出揃いましたので、 

改めて発表いたします。８０番『訪問型介護予防事業』、１番『高速道路利 

用検討事業』、１５番『公用車管理事業』、３８番『社会保障・税番号制度 

個人番号カード交付事業』、６９番『児童館共通事業』、１０１番『新規就 

農総合支援事業』、１１７番『雇用創出基盤整備事業』、１２０番『観光プ 

ロモーション事業』、１６３番『重要給水施設配水管更新事業』、２２４番 

『しもつけ風土記の丘資料館整備事業』ということです。それでは、１０ 

事業選定お疲れさまでした。こ１０事業について、事務局から何かござい 

ますか。 

 （事務局）  特にございません。 

 （杉原会長） 委員の皆様から、他に意見等ございますか。ないようでしたら、本日の会 

議は終了いたしますが、ヒアリング資料等は後日郵送されますので、ご確 

認していただき、次回は１１月２日の委員会でございます。１１月２日か 

らロングランでヒアリングが始まりますので、時間も長くなりますので、 

体調くれぐれもお気をつけてください。それでは、事務局の方にお返しい 

たします。よろしくお願いいたします。 

 

（４） その他 

（事務局）  本日の会議録については、調整次第、郵送にて送付させていただく予定で

す。内容等をご確認いただき、訂正等については返信用封筒を同封いたし

ますので、あらかじめご報告いただき、次回会議において確認したいと思

いますのでよろしくお願いいたします。また、１１月２日の次回委員会か

ら『市民評価対象事業ヒアリング』を毎週１回、合計４回、実施していき

ます。資料につきましては、調整でき次第、郵送させていただきますので、

よろしくお願いいたします。以上です。 

 

 

○閉会 

（事務局）  以上をもちまして、第２回下野市行政改革推進委員会を閉会いたします。  

 

以上 
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会議の経過を記載し、その相違がないことを証するためにここに署名する。 
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